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日 本 青 年 団 新 聞

p2　ブルートレインに希望をのせて

（熊本県・球磨郡青年団協議会）

p3 　形を変えて続いていく

（宮城県・宮城県青年団連絡協議会）

夏詣と私たちの試み

（香川県・小豆島町青年団）

p4, 5 　現地に集い・学ぶ

（北海道・北海道青年団体協議会）

p6　「面白い」が、未来を切り拓く

（七戸　龍　氏 /柔道家・九州電力株式会社所属）

p7　普段はできないことも青年団ならできる

（岡山県・岡山県青年団協議会）

p8　迷いながら踏み出す一歩が道となる

諦めない気持ちで、踊り、奏でる

（愛知県・小垣江青年団）

はらぺこ青年団

（滋賀県・滋賀県青年団体連合会）

コロナ禍に青年大会へ挑んだ
青年団の足跡

全
国
青
年
大
会
当
日
の
様
子

は
右
記
の
QR
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第 70 回鹿児島県青年大会　意見発表

第 69 回滋賀県青年大会　生活文化展

第 72 回愛知県青年大会　剣道競技

日 本 青 年 団 新 聞



　

９
月
７
日
に
日
本
青
年

団
協
議
会
、
一
般
財
団
法

人
日
本
青
年
館
、
東
京
都

の
主
催
三
者
は
、
第
69
回

全
国
青
年
大
会
（
全
青
大
）

の
一
部
種
目
の
中
止
を
決

め
た
。
今
年
は
体
育
９
種

目
、
芸
能
文
化
８
種
目
の

開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
体

育
全
種
目
と
芸
能
文
化
の

１
種
目
が
中
止
、
そ
の
他

の
種
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
だ
。
昨
年
７
月
豪

雨
で
被
害
を
受
け
た
地
域

の
復
興
支
援
を
行
い
な
が

ら
も
東
京
で
の
決
戦
に
向

け
備
え
て
い
た
体
育
種
目

の
選
手
た
ち
は
、
全
青
大

出
場
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

　

今
回
、
一
昨
年
に
発
足

し
た
ば
か
り
で
今
年
軟
式

野
球
に
派
遣
予
定
だ
っ
た

球
磨
郡
青
年
団
協
議
会
野

球
部
に
、
東
京
に
行
く
ん

だ
、
と
い
う
気
持
ち
と
と

も
に
乗
り
込
ん
だ
ブ※

ル
ー

ト
レ
イ
ン
内
で
お
話
を

伺
っ
た
。
実
は
、
軟
式

野
球
連
盟
に
所

属
し
て
い
な
い

選
手
が
参
加
で

き
る
全
国
規
模

の
大
会
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
し

た
が
っ
て
団
員

と
大
会
に
出
場

す
る
た
め
に
は

全
青
大
が
希
望

の
光
だ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
が
選
手

た
ち
の
前
に
大
き
く
立
ち

は
だ
か
る
。
大
勢
で
練
習

す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
、
本

当
に
集
ま
っ
て
野
球
を
し
て

も
良
い
の
か
自
問
自
答
を

繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、

練
習
が
終
わ
れ
ば
「
や
っ

ぱ
り
楽
し
い
。
み
ん
な
と

試
合
を
し
た
い
」
と
や
る

気
が
あ
ふ
れ
て
く
る
。
日

に
日
に
増
え
る
感
染
者
数

を
考
え
る
と
、
全
青
大
が

開
催
で
き
る
の
か
不
安
な

気
持
ち
と
、
開
催
し
て
ほ

し
い
と
い
う
期
待
が
半
々

だ
っ
た
。
そ
う
し
て
受
け

取
っ
た
中
止
連
絡
。
し
か

し
、
落
胆
す
る
と
同
時
に

来
年
こ
そ
出
場
し
よ
う
と

す
ぐ
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
、
野
球
部
発

起
人
の
上う

え
む
ら
そ
う
い
ち
ろ
う

村
総
一
郎
さ

ん
（
31
）
は
爽
快
な
笑
顔

で
話
す
。
そ
の
言
葉
に
続

い
て
、
代
表
の
愛あ

い
こ
う
ゆ
う
す
け

甲
祐
輔

さ
ん
（
29
）
は
「
挫
け
て

な
ん
か
い
ら
れ
な
い
。
や

り
た
い
気
持
ち
を
疎
か
に

し
て
し
ま
う
と
、
本
当
に

で
き
る
と
き
に
つ
な
が
ら

な
い
」
と
真
剣
な
眼
差
し

で
語
る
。
一
方
、
取
材
当

時
、
部
員
に
中
止
連
絡
を

で
き
て
い
な
い
と
気
ま
ず

い
気
持
ち
を
口
に
す
る
お

二
人
。
部
員
に
は
対
面
で

伝
え
た
い
が
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
に
伴
い
集

ま
る
こ
と
は
難
し
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
熊
本
県

青
年
団
協
議
会
会
長
の

尾お

が

た

の

ぞ

み

方
希
望
さ
ん
（
32
）
は
、

「
本
当
に
全
国
に
行
っ
て

ほ
し
か
っ
た
が
仕
方
な

い
。
本
人
た
ち
も
前
向
き

な
の
で
、
来
年
に
向
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。

　

彼
ら
の
よ
う
な
青
年
が

全
国
各
地
に
い
る
限
り
、

全
青
大
は
青
年
た
ち
を
迎

え
続
け
る
。

試合中も楽しそうに撮影する部員たち 初出場の第 68 回全青大でベスト 8進出

熊本県代表としての最高記録を打ち出した

お問合せ：熊本県青年団協議会 Facebook ページからお問い合わせください

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
に
希
望
を
の
せ
て

　
　
　

～
次
回
こ
そ
東
京
で
プ
レ
ー
し
た
い
～
（
熊
本
県
球く

ま磨
郡
）

ACTION

▶ユースポスト 106 巻④号に、下記の誤りがございました。謹んでお詫び申し上げ、ここに訂正いたします。
　　表紙　目次
　　　誤）吉永麻実氏（耕人社）
　　　正）吉永麻実氏（耕人舎）

※
２
０
０
９
年
ま
で
東
京
ー
九
州
間
を
走
っ
て
い
た
寝
台
特
急
車
両
を
改
装
し
た
簡
易
宿
泊
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。

「ブルートレインたらぎ」で取材

（左：愛甲さん、右：上村さん）
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コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未

曽
有
の
逆
境
に
お
か
れ

て
も
、
新
た
な
手
法
を

編
み
出
し
て
活
動
を
続

け
る
の
が
青
年
団
だ
。

７
月
18
日
、
宮
城
県
青

年
団
連
絡
協
議
会
は
第

69
回
宮
城
県
青
年
文
化

祭
を
開
催
し
た
。

　

実
行
委
員
を
含
む
青

年
た
ち
の
生
活
は
コ
ロ

ナ
禍
で
一
変
し
た
が
、

そ
れ
で
も
地
域
で
活
動

を
続
け
る
姿
を
沢
山
の

人
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
一
心
で
実
現
に

こ
ぎ
つ
け
た
。
感
染
症

対
策
の
た
め
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
。
ネ
ッ
ト
環

境
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
利

点
を
い
か
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
配
信
を

決
め
た
。
文
化
祭
に
は

合
唱
や
舞
台
発
表
、
写

真
展
、
団

体
の
活
動

紹
介
な
ど

多
彩
な
15

作

品

が

集

ま

っ

た
。
１
日

の
み
の
公

開
な
が
ら

１
９
１
回

の
再
生
を

記

録

し
、

実
行
委
員

は
驚
く
と
と
も
に
喜
び

を
隠
せ
な
い
。
し
か
し
、

太
鼓
の
響
き
や
演
劇
の

息
遣
い
な
ど
、
画
面
越

し
で
は
物
足
り
な
い
こ

と
を
感
じ
た
の
も
事
実

だ
。
来
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
を
念
頭
に
、
対

面
で
の
開
催
を
め
ざ

す
。
実
行
委
員
長
の
伊

藤
輝あ

き
らさ

ん
（
30
）
は
開

会
の
挨
拶
で
「
青
年
団

は
日
本
各
地
で
活
動
し

て
い
る
。
地
域
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

一
緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
県
青

年
文
化
祭
を
成
し
遂

げ
、
逆
境
で
も
活
動
を

続
け
ら
れ
る
と
い
う
実

感
を
得
た
宮
城
の
青
年

た
ち
の
顔
は
自
信
に
満

ち
て
い
た
。

お問合せ：香川県連合青年会　TEL：087-874-0713　　　●石井寿弥支局員（香川県連合青年会）より投稿

お問合せ：宮城県青年団連絡協議会　TEL：022-792-0650　　　●伊藤義幸支局員（宮城県青年団連絡協議会）より投稿

形
を
変
え
て
続
い
て
い
く

夏
な
つ
も
う
で詣

と
私
た
ち
の
試
み

 

〜
青
年
文
化
祭
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
～

（
宮
城
県
仙
台
市
）

〜
新
た
な
夏
の
習
慣
〜

 

（
香
川
県
小し

ょ
う
ど
し
ま
ち
ょ
う

豆
島
町
）

　

夏
詣
と
は
２
０
１
４

年
か
ら
、
東
京
都
台
東

区
の
浅
草
神
社
で
始

ま
っ
た
新
た
な
夏
の
習

慣
だ
。
年
の
半
分
を
節

目
と
し
て
神
社
・
仏
閣

に
赴
き
、
残
り
の
月
日

の
平
穏
を
願
う
。

　

今
年
、
小
豆
島
町
青

年

団
（

以

下
、

青

年

団
）
は
「
小
豆
島
版
夏

詣
」
の
企
画
を
行
っ

た
。
島
の
７
つ
の
神
社

で
夏
詣
公
式
の
提

ち
ょ
う
ち
ん

灯
や

の
ぼ
り
を
境
内
に
か
か

げ
、
御
朱
印
を
用
意
し
、

島
の
内
外
か
ら
参
拝
者

を
迎
え
た
。
青
年
団
で

は
、
御
朱
印
に
使
用
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
夏

詣
の
な
っ
ち
ゃ
ん
」
の

考
案
や
、
盆※

を
ど
り
の

動
画
作
成
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
島
の
取

り
組
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
動
画
を
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開

し
、
リ
モ
ー
ト
に
て
浅

草
神
社
で
盆
を
ど
り
を

奉
納
し
た
。
動
画
に
は

夏
詣
期
間
中
に
神
社
に

飾
ら
れ
て
い
る
茅ち

の
輪

（
左
下
写
真
）
が
登
場

す
る
の
だ
が
、
こ
ち
ら

の
製
作
に
は
青
年
団
も

携
わ
っ
た
。
来
年
か
ら

は
自
分
た
ち
が
主
軸
と

な
っ
て
茅
の
輪
の
製
作

を
し
、
伝
統
の
継
承
を

め
ざ
し
て

い
る
。

　

「

島

に

戻

り

た

い
、
移
住

し
た
い
と

思
っ
て
く

れ
る
人
の

た
め
、
地

元
で
活
躍

す
る
私
た

ち
は
笑
顔

で
集
え
る

場
所
を
つ
く
り
、
神
社

や
地
域
の
風
習
を
守
っ

て
い
く
事
が
、
帰
れ
る

故
郷
づ
く
り
の
一
つ
」

と
団
長
の
石
井
寿か

ず

や弥
さ

ん
（
26
）
は
語
る
。
そ

ん
な
想
い
を
込
め
て
、

小
豆
島
版
夏
詣
音
頭
の

歌
詞
で
は
こ
う
綴
っ

た
。『
帰
れ
る
故
郷
（
ふ

る
さ
と
）
残
し
た
い
』

と
。

ACTION

▶ユースポスト 106 巻④号に、下記の誤りがございました。謹んでお詫び申し上げ、ここに訂正いたします。
　　表紙　
　　　誤）106 巻③
　　　正）106 巻④

※
盆
を
ど
り
…
盆
踊
り
の
別
表
記
。
夏
詣
で
は
こ
ち
ら
を
用
い
た

※
む
す
び
丸
…
お
む
す
び
と
伊
達
政
宗
公
の
兜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
仙
台
・
宮
城
の
P
R
キ
ャ
ラ

製作に携わった茅の輪

盆をどりの動画にも登場する

むすび丸が地元を紹介
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  Focus

 昨今、持続可能な社会をめざすための 17 項目のターゲット（ＳＤＧｓ）を実践することが社会的に注視されています。しかし、ＳＤＧｓとして

注視される以前から、青年団はＳＤＧｓに通じる活動を続けてきました。本紙では、青年団とＳＤＧｓについて各号のテーマに沿ってご紹介します。

　日本青年団協議会（日青協）は、領土問題を一地域の問題として留めるのではなく、元島民や地元の青年たちが故郷に帰れるその日まで、領土返

還に向けて様々な取り組みを行ってきました。今回は領土問題をテーマに、日青協の運動について取り上げます。

　日ロ間で交渉がすすむ北方領土

問題は、武力ではなく平和的な解

決を求めてまいりました。対話に

よる早期復帰をめざし、地域青年

の悲願を達成していくため、地域

青年が一丸となって返還運動に取

り組んでいます。

～
現
地
に
集
い
・
学
ぶ
～

◆
領
土
返
還
に
向
け
た
取
り
組
み

　

日
青
協
で
は
各
地
の
青
年
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ

の
課
題
の
一
つ
と
し
て
領
土
問
題
に
も
真
剣
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

島
根
県
・
竹
島
は
１
９
０
５
年
に
日
本
の
領
土
に

編
入
さ
れ
、
隠お

岐き
の

島し
ま

の
人
た
ち
の
豊
か
な
漁
場
で
し

た
。
し
か
し
１
９
５
２
年
に
韓
国
側
が
「
李
承
晩
ラ

イ
ン
」
を
一
方
的
に
宣
言
し
、
漁
民
を
追
い
出
し
た

の
で
す
。
し
か
し
領
土
を
放
棄
す
る
こ
と
も
定
め
ら

れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
は
竹
島
の
記

載
は
な
く
、
国
際
的
に
は
現
在
も
竹
島
は
日
本
の
領

土
で
す
。
日
青
協
は
、
鳥
取
県
や
島
根
県
の
青
年
団

と
共
に
こ
の
問
題
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
７
０
年
代
、
周
辺
で
石
油
埋
蔵
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
た
沖
縄
県
・
尖せ

ん

閣か
く

諸
島
で
は
、
中
国
が
根

拠
な
く
自
分
の
領
土
だ
と
主
張
し
、
軍
艦
だ
け
で
な

く
漁
船
等
で
領
海
侵
犯
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
元
を
た
だ
せ
ば
、
ど
こ
の
国
の
領
土
で
も
な
い

こ
と
を
明
治
政
府
が
確
認
し
た
う
え
で
、琉
球
国（
現

在
の
沖
縄
県
）
の
一
部
と
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
沖
縄
県
が
ア
メ
リ
カ
に
統
治
さ
れ
て
以
降
、

日
青
協
は
沖
縄
青
年
の
悲
願
だ
っ
た
日
本
復
帰
に
も

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
日
青
協
の
結
成
当
初
か
ら

１
９
７
２
年
の
沖
縄
返
還
ま
で
、
核
撤
去
や
基
地
縮

小
の
要
求
な
ど
様
々
な
運
動
を
全
国
で
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　

北
海
道
・
北
方
領
土
は
、
北
海
道
の
青
年
の
声
に

こ
た
え
、
婦
人
会
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
地
域
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
（
全
地
婦
連
）
と
共
に
復
帰
の

た
め
の
全
国
署
名
を
１
９
７
０
年
に
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
同
じ
年
に
、
根
室
市
で
返
還
要
求
の

集
会
を
全
地
婦
連
と
力
を
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま

す
。「
母
と
子
」
の
関
係
に
た
と
え
ら
れ
る
婦
人
会

と
青
年
団
が
、
地
元
の
生
活
現
場
か
ら
北
方
領
土
の

復
帰
を
求
め
る
運
動
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
３
年
後
、
１
９
７
３
年
に
は
集
会
名
を
「
北
方

領
土
復
帰
促
進
婦
人
・
青
年
交
流
集
会
」
と
改
め
、

悔
し
く
も
52
年
経
過
し
た
現
在
で
も
返
還
の
実
現
の

た
め
開
催
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
な
お
未
解
決
の
領
土
問
題
。
私
た
ち
日
青
協
は

竹
島
・
尖
閣
諸
島
・
北
方
領
土
が
、
疑
い
な
く
島
根

県
や
沖
縄
県
、
北
海
道
の
一
部
で
あ
り
日
本
の
領
土

だ
、
と
声
を
上
げ
る
青
年
た
ち
と
足
並
み
を
揃
え
、

こ
れ
か
ら
も
問
題
解
決
や
返
還
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

沖縄返還を求めて、青年団の代表が全国から沖縄に集結、

那覇港から上陸した。沖縄青年の苦しみは自分たちの苦

しみだと、「小指の痛さは全身の痛み」だとして

（1967 年２月　那覇港にて）
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青年団で考える領土問題　　

北海道青年団体協議会会長　阪　光平

　北海道に住んでいる人は、道内で発行される地方紙「北海道新聞」

を読んでいる人が多数派を占めています。私も毎朝欠かさず読んでい

ると、１週間に１～２回は北方領土に関する記事を目にします。北海

道に住んでいると、日本の他の地域に比べ北方領土に関する事柄に触

れることは多いと思われます。それでも私は最近まで、北方領土のう

ちの１島「択
えとろふ

捉島」の面積だけでも沖縄県より広いということを知り

ませんでした。

　北海道に住んでいて、北方領土関係のニュースを見る機会が多くて

も、「北方領土の島の面積」という基本的なことはわざわざニュース

で報道されませんし、ひょっとしたら僕が今まで受けてきた学校教育

の中で学んでいるのかもしれませんが、それはあくまで「テストでい

い点を取るための勉強」であって、領土問題について深く学び、国民

の一人として北方領土の返還を願う人材の育成をめざした教育であれ

ば、日常生活の話題にもっと自国の領土についてふれることがあった

のではないでしょうか。（もちろん、単に私が忘れていただけという

可能性もあるのですが）。

　それでは、現在の日本に暮らす青年が、社会に出た後に改めて領土

問題を学習し、返還を呼びかけていく活動に参加するといった機会は、

どれだけあるでしょうか。学びの機会が少ない中、日本で暮らしてい

る様々に方に、北方領土に関する理解を深める機会を提供しているこ

の取り組みは、本当に価値があるものと感じています。

　私は日本の、そして北海道の青年として北方領土について学び、領

土の返還を強く願い、声を上げ続けていきたいと思います。

　プロフィール

　さか・こうへい。北海道岩見沢市出身、江別市

育ち。北海学園大学経済学部経済学科卒業後、長

沼町役場に奉職。2013 年４月長沼町青年団体協議

会に加入、2015 年から 2019 年まで同会事務局長

をつとめる。南空知青年団体協議会会長を経て、

2020年に北海道青年団体協議会会長に就任。38歳。

元
島
民
と
北
方
領
土
に
想
い
を
馳
せ
る

（
２
０
１
９
年
６
月　

第
50
回
北
方
領
土

復
帰
促
進
婦
人
・
青
年
交
流
集
会
に
て
）

問
題

③
第
二
次
世
界
大
戦
後
、日
本
の
領
土
に
ソ
連
軍
（
当

時
）
が
侵
攻
し
法
的
根
拠
な
く
占
領
し
続
け
て
い
る

問
題

◆
問
題
３　

北
方
領
土
の
日
は
何
月
何
日
で
し
ょ
う

か
。

①
５
月
５
日　

②
６
月
16
日　

③
２
月
７
日

応
用
編

◆
問
題
４　

北
方
領
土
が
属
し
て
い
る
自
治
体
は
次

の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

①
根
室
市　

②
羅
臼
町　

③
札
幌
市

◆
問
題
５　

根
室
市
の
納の

沙さ
っ

布ぷ

岬
「
望
郷
の
岬
公
園
」

内
に
あ
る
北
方
領
土
返
還
祈
念
シ
ン
ボ
ル
像
の
名
前

は
何
で
し
ょ
う
か
。

①
虹
の
架
け
橋　

②
四
島
の
架
け
橋　

⓷
ニ
ホ
ロ

◆
北
方
領
土
ク
イ
ズ　

　

近
く
て
遠
い
北
方
領
土
に
つ
い
て
、
ど
れ

ぐ
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
機
会
に
学

習
と
復
習
を
し
ま
し
ょ
う
。
問
題
は
全
部
で

７
問
。
み
な
さ
ん
は
何
問
わ
か
り
ま
す
か
。

基
礎
編

◆
問
題
１　

北
方
領
土
と
呼
ば
れ
る
島
は
全

部
で
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

①
１
つ　

②
４
つ　

③
不
明

◆
問
題
２　

北
方
領
土
問
題
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

①
北
の
方
に
あ
る
領
土
の
所
有
権
が
、
ど
の

国
に
あ
る
か
を
決
め
る
問
題

②
漁
業
や
採
掘
・
調
査
な
ど
を
自
国
の
自
由

に
で
き
ず
、
他
の
国
に
妨
害
さ
れ
て
し
ま
う

青
年
団
編

◆
問
題
６　

北
方
領
土
返
還
祈
念
「
四
島
の
架
け

橋
」
シ
ン
ボ
ル
像
の
下
で
灯
し
続
け
ら
れ
て
い
る

火
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

①
青
年
の
火　

②
祈
り
の
火　

③
返
還
の
火

◆
問
題
７　

日
青
協
会
長
が
大
会
実
行
委
員
長
を

つ
と
め
、
内
閣
総
理
大
臣
ら
も
列
席
し
て
官
民
一

体
で
返
還
に
取
り
組
む
大
会
は
、
次
の
う
ち
ど
れ

で
し
ょ
う
か
。

①
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会

②
官
民
一
体
北
方
領
土
返
還
要
求
大
会

③
北
方
領
土
を
返
せ
！
全
国
大
会

元
島
民
と
北
方
領
土
に
想
い
を
馳
せ
る

（
２
０
１
９
年
６
月
）

ク
イ
ズ
の
回
答
は
、
２
０
２
２
年
２
月
の
第
52

回
北
方
領
土
復
帰
促
進
婦
人
・
青
年
交
流
集
会

内
で
発
表
し
ま
す
。
参

加
ご
希
望
の
方
は
お
近

く
の
道
府
県
団
ま
で
。
み

ん
な
で
参
加
し
よ
う
！
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◆
周
囲
の
声
に
支
え
ら
れ
て

（
中
園
）
仕
事
を
し
な
が

ら
の
柔
道
生
活
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
七
戸
）
大
学
を
卒
業
し
、

実
業
団
に
所
属
す
る
形
で

九
州
電
力

（
株
）
に
入
社

し
ま
し
た
。
日
中
は
営
業

を
し
、
仕
事
後
、
柔
道
の

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

（
中
園
）
青
年
団
も
仕
事

を
し
な
が
ら
地
域
活
動
を

し
て
い
る
人
が
多
く
、
通

じ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
と
練
習
の
両
立
は
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
欠
か

せ
な
い
も
の
は
何
で
す
か
。

（
七
戸
）
確
か
に
両
立
は

大
変
で
す
が
、
職
場
の
方

の
理
解
と
応
援
が
心
強
い

で
す
。
工
夫
し
て
効
率
よ

く
練
習
す
る
こ
と
も
大
事

で
す
ね
。

（
中
園
）
周
り
の
支
え
が

あ
る
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
る

ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
世

界
の
舞
台
で
成
績
を
残
す

こ
と
は
並
々
な
ら
ぬ
努
力

の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

（
七
戸
）
応
援
し
て
も
ら
え

る
か
ら
こ
そ
「
勝
ち
た
い
」

想
い
が
募
り
、
原
動
力
に

な
る
の
で
、
試
合
で
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
せ

ん
。
目
標
に
向
か
っ
て
共
に

頑
張
る
仲
間
の
存
在
も
大

き
い
で
す
。

◆
柔
道
は
人
間
道

（
中
園
）
出
演
さ
れ
て
い
る

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
「
柔

道
は
高
校
か
ら
大
学
の
時

期
に
一
番
の
び
た
」
と
い

う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

（
七
戸
）
高
校
進
学
の
と

き
に
、
沖
縄
県
内
で
一
番

の
強
豪
校
か
ら
お
誘
い
を

受
け
た
の
で
す
が
、
別
の

学
校
に
行
っ
て
そ
の
強
豪

校
を
倒
し
た
方
が
面
白
い

と
思
い
断
り
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
本
気
で
柔
道
に
取

り
組
み
、
高
校
２
年
生
の

と
き
に
県
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。

（
中
園
）
ま
さ
に
有
言
実

行
で
す
ね
。

（
七
戸
）
県
で
は
優
勝
し
た

も
の
の
、
全
国
大
会
は
３

位
で
し
た
。
上
に
は
上
が

い
る
と
、
も
っ
と
強
く
な

り
た
い
と
貪
欲
に
思
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
仲

間
と
一
緒
に
汗
を
流
し
た

こ
と
も
結
果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

（
中
園
）
ひ
た
む
き
に
柔
道

に
取
り
組
ま
れ
続
け
て
き

た
中
で
、
柔
道
に
見
出
す

価
値
や
魅
力
は
何
で
す
か
。

（
七
戸
）
柔
道
は
武
道
と
し

て
人
間
形
成
に
通
じ
る
部

分
が
大
き
い
で
す
。
礼
に

は
じ
ま
り
礼
に
終
わ
る
こ

と
も
そ
う
で
す
。
勝
っ
た

時
は
誰
し
も
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
を
し
た
く
な
り
ま
す
が
、

相
手
を
気
遣
っ
て
我
慢
し

ま
す
。
相
手
を
尊
重
す
る

と
こ
ろ
は
魅
力
の
ひ
と
つ
で

す
ね
。

◆
地
域
か
ら
風
を

（
中
園
）
コ
ロ
ナ
禍
で
全
国

青
年
大
会
も
体
育
の
部
を

中
止
し
ま
し
た
。
柔
道
界

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

ど
う
で
す
か
。

（
七
戸
）
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
ま
す
。
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
、

い
ま
は
全
日
本
柔
道
連
盟

の
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
会
で

選
手
の
声
を
吸
い
上
げ
て

改
革
し
て
い
く
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
子
ど

も
た
ち
が
柔
道
か
ら
離
れ

な
い
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

柔
道
教
室
を
し
ま
し
た
。

（
中
園
）
オ
ン
ラ
イ
ン
で
柔

道
教
室
で
す
か
。

（
七
戸
）
オ
ン
ラ
イ
ン
で
技

術
を
教
え
る
の
に
は
限
界

が
あ
る
の
で
、
技
術
と
い

う
よ
り
対
話
を
重
視
し
て

い
ま
す
。

（
中
園
）
大
事
で
す
ね
。
コ

ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
ま
で
力

を
た
め
る
時
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
は
ど
ん
な
道
に

進
も
う
と
お
考
え
で
す
か
。

（
七
戸
）
高
校
ま
で
沖
縄
、

大
学
生
活
は
福
岡
で
過
ご

し
た
私
自
身
、
地
方
に
拠

点
を
置
い
て
世
界
で
成
績

を
残
す
こ
と
を
重
視
し
て

き
ま
し
た
。
強
い
選
手
は

東
京
に
集
ま
り
や
す
い
で

す
が
、
そ
の
流
れ
を
変
え

た
い
で
す
。

（
中
園
）
地
域
へ
の
熱
い
想

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
七
戸
）
努
力
す
れ
ば
ど

こ
で
も
道
は
拓
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
め
ざ
す
目
標

は
、
自
分
が
面
白
い
と
思

う
方
を
選
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
私
は
、
九
州
に
残
り

な
が
ら
世
界
で
活
躍
す
る

方
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ

と
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
目
標
を
叶
え
る
う
え

で
苦
し
い
こ
と
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
「
こ
う
な
っ

た
ら
面
白
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
自
ず
と
道

が
み
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　社会の最前線で活躍する方と語り、 あらゆる角度から地域を

見つめる本企画。 今回は、 柔道界の第一線で活躍する七戸龍

氏と対談する。 日本だけにとどまらず海外でも優秀な成績を残し、

営業マンの一面も持つ七戸氏にこれまでの経験から得られた考

えについて迫る―。

「面白い」 が、

　　　　未来を切り拓く▶七戸　龍　氏

　しちのへ ・ りゅう。 沖縄県出身、 32 歳。 両親の影響で７歳から柔道をはじめ、 福岡大学在学時には全日本学生選手権で

優勝を果たす。 九州電力 （株） 入社後も柔道グランドスラム ・ パリ２０１４での優勝を筆頭に、 日本だけにとどまらず海外でも

優秀な成績を残す。 現在は日々柔道に励みながら、少年向けの合同リモート錬成（オンライン柔道教室）の講師などを務める。

▶日本青年団協議会会長　中園　謙二

　1980 年生まれ。 岡山県倉敷市在住。 2008 年に岡山県青年団協議会に入会し、 同会長、 日本青年団協議会役員を経て

2020 年より同会長。
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◆
食
事
で
勧
誘
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

青
年
団

　

２
０
１
６
年
、
当
時
20

歳
の
私
は
岡
山
市
の
成
人

式
で
、
後
の
県
青
年
団
協

議
会
会
長
で
当
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

い
た
延の

ぶ

え江
典
子
さ
ん
に
出

会
い
ま
す
。
そ
の
場
で
は

お
別
れ
し
た
も
の
の
、
後

日
、
岡
山
市
北
区
建た

け

べ部
町

で
活
動
す
る
青
年
団
た
け

べ
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
会
議
に
出
席
し
た
と
こ

ろ
、
延
江
さ
ん
と
偶
然
再

会
し
ま
し
た
。
そ
の
場
で

Ｂ
Ｂ
Ｑ
へ
の
お
誘
い
を
受

け
、
楽
し
み
に
し
つ
つ

行
っ
て
み
る
と
、
な
ん
と

そ
こ
は
県
青
年
団
協
議
会

の
定
期
大
会
の
場
。
定
期

大
会
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
セ
ッ
ト

の
青
年
団
へ
の
勧
誘
は
今

な
お
健
在
で
し
た
。
こ
れ

を
機
に
青
年
団
の
事
業
に

参
加
し
な
い
か
と
お
誘
い

を
受
け
、
青
年
団
に
入
る

こ
と
に
。
そ
の
役
員
を
経

て
今
年
か
ら
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

◆
剣
道
予
選
会
を
経
て

　

全
国
青
年
大
会
の
剣
道

種
目
が
（
一
財
）
全
日
本

剣
道
連
盟
（
当
時
）
と
共

催
に
な
っ
た
２
０
１
８

年
。
私
は
当
時
の
延
江
会

長
か
ら
、
県
剣
道
連
盟

と
の
交
渉
や
調
整
を
任
さ

れ
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
か

ら
に
は
や
ら
な
い
と
、
と

思
っ
て
取
り
組
ん
だ
も
の

の
、
当
初
は
わ
ざ
わ
ざ
予

選
会
を
開
か
な
く
て
も
各

地
か
ら
持
ち
回
り
で
派
遣

す
れ
ば
い
い
と
の
案
も
出

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
持

ち
回
り
で
は
面
白
く
な
い

し
、
自
分
た
ち
が
地
元
岡

山
の
代
表
だ
と
胸
張
っ
て

全
国
の
舞
台
に
出
て
も
ら

お
う
と
交
渉
し
、
予
選
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
。
県

剣
連
の
み
な
さ
ん
に
は
暖

か
く
向
き
合
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
初
め
て
の
試

み
で
道
を
切
り
拓
い
た
こ

と
で
自
分
自
身
も
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。
県
剣
連
や
選

手
の
み
な
さ
ん
と
、
全
国

青
年
大
会
の
時
に
東
京
で

懇
親
会
を
し
た
こ
と
も
良

い
思
い
出
で
す
。
選
手
の

方
か
ら
、
全
国
の
壁
は
厚

か
っ
た
け
れ
ど
ま
た
来
年

（
２
０
２
０
年
）
挑
戦
し

ま
す
、
と
言
わ
れ
た
と
き

に
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

◆
普
段
と
違
う
体
験
を

　

こ
う
し
た
嬉
し
い
体
験

が
あ
っ
た
後
す
ぐ
に
コ
ロ

ナ
禍
が
。
私
た
ち
が
主
催

す
る
県
青
年
交
流
祭
で
の

関
係
を
い
か
し
て
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
、
と
思

い
、
つ
な
が
り
の
あ
る
青

年
団
体
を
紹
介
す
る
冊
子

「
エ
ー
ル
」
を
、
各
団
体

に
直
接
取
材
し
な
が
ら
つ

く
り
ま
し
た
。
中
に
は
青

年
交
流
祭
へ
の
出
場
打
診

を
き
っ
か
け
に
関
係
が
で

き
た
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

私
の
仕
事
は
製
造
業
で

建
設
機
械
の
部
品
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
が
、
団
体

間
の
調
整
な
ど
は
全
て
上

司
が
対
応
す
る
の
で
、
普

段
の
生
活
で
は
他
団
体

と
の
交
渉
や
外
部
の
方
か

ら
の
感
謝
な
ど
の
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

普
段
送
っ
て
い
る
生
活
の

中
で
で
き
な
い
こ
と
が
で

き
る
場
所
、
そ
れ
が
私
に

と
っ
て
の
青
年
団
で
す
。

岡山県青年団協議会（岡山県岡山市）

会長　花
はなふさ

房　功
こ う き

基　氏

　青年団には様々な業種、年齢、背景をもっ

た青年がいる。本企画では、多様な立場の人

に活動を通じて感じた自身の思いや考えを伺

い、あらゆる角度から考える。第２回目とな

る今号では岡山県青年団協議会会長の花房功

基さんに、これまでの経験や青年大会をとお

して見た自分にとっての青年団像を伺った。

青年団って
どんなところ？

普段はできないことも
青年団ならできる

vol. 2

冊子「エール」の取材は

全ての団体が対面を

希望した

東京での時間は

岡山代表の剣道選手たちと

共に過ごす
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　滋賀県をメインに 11 店舗を構える“ご

はん屋”。このストレートな名前のお弁当

屋さんのから揚げ弁当が滋賀県青年団体連

合会の事業に欠かせない。ほかほかのご飯

に少しのお惣菜、そしてから揚げ。シンプ

ルながらくせになる味とはこのこと。市や

町の団員は「またこのお弁当か～」と言いつつも嬉しそうにモグモグほお

ばっている。馴染みの味で一息ついたら、「よしもうちょっと頑張ろう！」

　コロナが落ち着いたらまたこうやってみんなで食べたいなぁ。

迷いながら踏み出す一歩が道となる

　新型コロナウイルス感染症が国内で確認されて一年以上

が経過した。いつの間にかコロナ禍という言葉が日常的に

用いられるようになったり、マスクをした生活が当たり前

になったりと、社会はwithコロナに向けた変化に適応しつ

つある。社会のあり様が大きく変わる中、第６９回全国青

年大会がいよいよ一年ぶりに開催する。

　大会の開催にあたってはいくつものドラマが各地で生ま

れた。予選会の会場は市民以外の利用が規制される事態が

起こったり、ワクチン接種の会場に急遽切り替わり使用が

できなくなったりした。さらに、全国で爆発的に感染が広

がり、仲間で集まることも困難な日々が続き、多くの青年

団活動に歯止めをかけた。

　しかし、それでも青年たちは諦めない。全国の青年団は、

感染対策を徹底した中で予選会を開催したり、競技を全て

身内だけで実施し、その内容を録画してYouTube配信した

りするなど、様々な工夫を凝らした。他方、抗っても抗っ

ても予選会ができなかった地域もある。予選会の実施有無

に優劣はない。その地域の実情にあわせて、一人ひとりが

歯を食いしばって活動したことが次の一歩につながると確

信する。

　今年の全国青年大会は社会情勢を鑑み、集合開催ではな

くオンラインで全国をつないで競い合うこととした。観覧

は無料で全ての種目を視聴することができる。ぜひ、ご観

覧いただきたい。

OPINION

No..47

諦
め
な
い
気
持
ち
で
、 

 
 
 
 
 
 

踊
り
、
奏
で
る

 

岡
村 

恭
弥
さ
ん
（
29
）

（
愛
知
県
小
垣
江
青
年
団
）

　

「
高
校
を
卒
業
し
た
ら
青

年
団
入
っ
て
よ
」

　

き
っ
か
け
は
地
域
の
盆
踊

り
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
と

き
に
、
地
元
の
先
輩
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
た
こ
と
だ
。
昨

年
高
校
を
卒
業
し
、
あ
の
時

の
盆
踊
り
の
楽
し
さ
を
も
う

一
度
味
わ
い
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
岡
村
恭
弥
さ
ん
は
入

団
を
決
意
し
た
。
し
か
し
、

昨
年
か
ら
流
行
し
は
じ
め
た

コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
盆
踊
り
大
会
も
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

　

入
団
２
年
目
と
な
る
今

年
、
盆
踊
り
大
会
の
担
当
に

抜
擢
さ
れ
た
が
、
ど
ん
な
準

備
が
あ
る
か
も
イ
メ
ー
ジ
が

湧
か
ず
不
安
な
日
々
を
過
ご

し
て
き
た
。
そ
ん
な
中
で
も

伝
統
は
絶
や
し
て
は
い
け
な

い
と
、
太
鼓
と
踊
り
の
練
習

だ
け
は
団
員
た
ち
と
続
け

た
。
今
年
も
大
会
の
開
催
は

見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

団
員
た
ち
と
意
見
を
出
し
合

い
消
毒
の
徹
底
や
検
温
、
距

離
の
確
保
や
マ
ス
ク
着
用
、

換
気
を
条
件
と
し
活
動
に
望

め
る
よ
う
準
備
を
し
て
き
た

こ
と
は
無
駄
で
は
な
く
、
先

輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
伝
統
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
る
。
い
つ

か
み
ん
な
で
で
き
る
盆
踊
り

大
会
を
楽
し
み
に
、
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
岡
村
さ
ん

の
声
は
明
る
い
。

伝統を絶やさず

前向きに！

地元の名物を支局員青年団エピソードとあわせてご紹介。

●村田康恵支局員（滋賀県青年団体連合会）より投稿

　住んでいる賃貸物件にて管理人さんか

ら、とある深夜時間帯の騒音に苦情が寄

せられているから改善せよ、との貼紙が

なされました。しかし、その騒音被害に

遭ったことも発生源でもない私は、建物

内でのけ者にされた気分になっておりま

す。一度でいいからどれほどうるさいの

か聞いてみたい、と無音の部屋で一人夜

な夜な耳を澄ませる日々です。（き）

https://www.facebook.com/nisseikyo01/

最新の
情報は
こちら

 

●大石あゆみ支局員（愛知県青年団協議会）より投稿


